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注 意

１ この問題用紙は、試験開始の合図で開くこと。

２ 問題用紙と解答用紙に受験番号・氏名を記入すること。

３ 答えはすべて解答用紙に記入すること。

４ 印刷がわからない場合は申し出ること。

５ 試験終了の合図でやめること。
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１ 次の計算をせよ。

（１）（－４５xy２）
３

÷（－８２５x２y３）
２

（２）
２a－５b
６

－（ a＋ b
３
－２b）

（３）（２x－３y）（２x－６y）－（２x－３y）２＋（２x－y）（２x＋ y）－４（x＋y）（x＋２y）
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２ 次の問いに答えよ。

（１）�５a＋２を小数第１位を四捨五入すると６になるような整数 aをすべて求めよ。

（２）（x－２y）：（５x－６y）＝１：４のとき，
x２－y２

x２＋５xy－６y２
の値を求めよ。

（３）２つの関数 y＝ax２ と y＝－２x＋b で，xの変域が －２≦x≦c とすると，yの変域がともに

－１０≦y≦０となる。このとき，定数 a，b，cの値を求めよ。

（４）１辺の長さが２cmの立方体ABCD－EFGHにおいて，線分ABの中点をP，線分BCの中

点をQとしたとき，４点P，Q，G，Eを通る平面で切断する。平面PQGEに点Fから垂線を引

くとき，この垂線の長さを求めよ。

（５）１つのさいころを投げるとき，どの目が出ることも同様に確からしいとする。また，大小

２つのさいころを同時に投げ，出た目の数をそれぞれ x，yとする。正八角形ABCDEFGHに

おいて，点 Pは点Aから右回りに xだけ，点Qは点Aから左回りに２yだけ各頂点を動く。

このとき，△APQが直角三角形となる確率を求めよ。ただし，A，P，Qが重なるときは三角形

はできないものとする。

―２―
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３ 図のような，１辺が１０cmの正方形ABCDがある。点 Pが毎秒１cmの速さで，辺AD上をA

からDに向かって動くとき，点Pから辺BCに垂線をひき，線分AC，線分BDとの交点をそれぞ

れQ，Rとする。次の問いに答えよ。

（１）点 Pが点Aを出発してから３秒後の四角形ABRQの面積を求めよ。

（２）点Pが出発してから５秒後から１０秒後の間で四角形ABQRの面積が４５cm２になるのは，点P

が点Aを出発してから何秒後か求めよ。

（３）点 Pが点Aを出発するのと同時に点 Sが点 Bを毎秒２cmの速さで，線分BCと線分CD

上を Bから C，CからDに向かって動くとき，線分 PSと線分DQの交点をTとする。点 P

が点Aを出発してから６秒後，４点S，T，R，Qを結んでできる四角形の面積は正方形ABCD

の面積の何倍か求めよ。

―３―
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４ 次の図の xの値を求めよ。

（１）

点Oは円の中心

（２）

四角形ABCDは長方形

BE：EC＝３：２

（３）

∠Ａ＝９０。の直角三角形ABC

∠Ａの二等分線と辺BCの交点をD

―４―
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５ 右の図のように，△ABCと△ABCに外接

する円Oがある。

∠ADB＝９０。となるように点Dを線分BC

上にとる。

また，線分AEが直径となるように円O

の円周上に点Eをとる。

AB＝１３cm，BC＝１４cm，△ABCの面積

が８４cm２であるとき，次の問いに答えよ。

（１）線分BDの長さを求めよ。

（２）△ABCに外接する円の半径を求めよ。

（３）四角形ABECの面積を求めよ。

―５―
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６ 右の図のように，関数y＝x２のグラフ

上 に 点A（－２，４）と 点B（３，９）が

ある。次の問いに答えよ。

（１）２点A，Bを通る直線の式を

求めよ。

（２）点Oから直線ABに引いた垂線と

直線ABとの交点をDとする。

線分ODの長さを求めよ。

（３）△OBEの面積が△OABの面積の

２倍になるように y軸上の負の部分に点Eをとる。点Eから直線ABに引いた垂線と直線AB

との交点をFとする。

線分EFの長さを求めよ。

―６―
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